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島根半島東部新第三系からの有孔虫化石

野村律夫＊　吉田史郎＊＊　鹿野和彦＊＊

NoMuRA，：Ritsuo，YosHIDA，Fumio　and　KANo，Kazuhiko（1984）　Fossil　fbramini免ra倉om　the

　　Neogene　in　the　east　Shimane　Peninsula，Shimane　Pre色cture。．B％」♂。060」．S銘7∂．」ψαη，

　　　vol．35（6），P，261－268・

A恥s重臓c愈3The　Miocene　Ushikiri　and　J6s6JI　Formations　in　the　east　Shimane　Peninsula　have

been　noted　as　non－or　poor－fbramini琵ral　occurrence　fbr　a　long　time，However，recently　we

fbund　many　fbramini色ra　including　arenaceous　and　calcareous｛brms　by　using　the　method　of

HANKEN（1979）、The　method　is　applicable　to　disaggregate　very　hard　argillaceous　rocks，Our

Hnding　sheds　light　on　the　biostratigraphic　study　ofthe　Miocene　in　the　ShimanePeninsula．This

paper　presents　the　list　of　obtained｛bssils　and　discusses　related　str＆tigraphic　problems．

1．はじめに

　島根半島は，山陰グリーンタフ地域のなかで最も日本

海側に位置しており，日本海域と陸域の新第三系の地史

を総合的に考察するうえで重要な位置を占めている．

　島根半島の新第三系は，第1・2図に示すように，海

成あるいは湖成の泥質岩・砂質岩とそれらに指交する大
　　　　　　　　　　　　　　　　じようそう　じ量の火山岩類からなり，下部から古浦層・成相寺層・牛

切層・古江層・’松江層・和久羅山安山岩に区分されてい

る（多井，19731山内ほか，19801山内・吉谷，1981）。

そして，古浦層からは0㈱仰吻，ハ4吻籾％0宛などの台

島型植物群が産出し（多井，1952，19535加藤，1969；山

内ほか，1980），また和久羅山安山岩のK－Ar年代が

6．34±0，19Ma（川井・広岡，1966）であることから，こ

れらすぺての地層は中新統とされている．ただし，時代

決定に有効な化石がほとんど見つかっていないので，よ

り詳しい時代については不明である．このため，周辺地

域の新第三系との対比は岩相の類似性に基づいたものに

ならざるを得なかった．

　最近，筆者らは島根半島を中心とした地域の中新統の

層序・時代・堆積環境をより詳しく調べるために，野外

調査と並行して有孔虫化石群集の検討と放射年代の測定

を行ってきた．その過程で，今まで貧化石層と考えられ

ていた牛切層・成相寺層の泥質岩からテトラフェニルボ

ロン・ナトリウム溶液を使うHANKEN（1979）の方法によ

り多数の有孔虫化石を容易に検出することができた．そ

こで，この方法による結果を述べるとともに，従来の層

＊　島根大学教育学部地学研究室

＊＊地質部

序区分や対比に疑問を見い出したので，その概要を報告

することにした．なお，年代測定の結果とそれに基づく

考察は既に別報（鹿野・吉田，1984）で述べ，有孔虫化石

については野村が投稿準備中である．

　小論をまとめるにあたって，島根大学三浦清教授，地

質調査所地質部坂本亨課長に多大の御支援と御助言をい

ただいた．また，島根大学山内靖喜助教授には常日頃御

教示いただいている。記して感謝する．

2．試料とその処理

　今回検討した試料は，泥質岩25試料で，そのうち有孔

虫化石が産出したのは10試料である．その内訳は，成相

寺層上部の試料が4，牛切層と成相寺層の境界付近の成

相寺層の試料が1，牛切層の試料が5となっている．成

相寺層中部・下部と古江層の試料は検討していないが，

牛切層とした試料のうち，SK52以外はいずれも，鹿野

・吉田（1984）によって古江層に相当するとされた泥岩層

及びその上位の古江層上部一松江層に相当するとされた

火山岩層中の泥岩から採集されたものである（第2図）．

これらの試料の採取位置を第3図に示す．

　試料は，荒砕きした後，その80gを硫酸ナトリウムー

ナフサ法で処理した．しかし，、この処理では泥化が著し

く困難だったため，SAITO（1980）によって四国四万十累

層群の硬質のシルト岩から有孔虫化石抽出に際し用いら

れた，テトラフェニルボロン・ナトリウム法（且ANKEN，

1979）で再処理した．また，特に硬い試料はこの方法を

用いても泥化に時間がかかるため，3日間テトラフェニ

ルボロン・ナトリウム溶液に浸した後に200メッシュの

フルイで水洗した．有孔虫化石の抽出は60メッシュか
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島根半島東部新第三系からの有孔虫化石（野村律夫・吉田史郎・鹿野和彦）
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地質調査所月報（第35巻第6号）

　　　第3図　有孔虫化石を検出した試料の採取位置図
（国土地理院発行50万分の1地方図r中国・四国」・5万分の1地形図r境港」の一部を使用）

200メッシュの間の残査について行った．検鏡した量は，

泥化の量が試料によって異なったため，試料ごとに異な

っている．したがって，有孔虫化石の個体数は検出でき

た数を示した．

3・有孔虫化石群集

産出した有孔虫化石のなかには，変形や表面の溶食な

どによって同定できない個体，属だけで種不明の個体も

多数存在する．有孔虫化石の保存は必ずしも良いとはい

えないが，それでも今回同定できた標本は，成相寺層の

試料で18属12種，牛切層の試料では23属19種であった

（第1表）．ほとんどが底生種であるが，成相寺層の試料

SK52からは（刃o房96短παP7α66鋸Jo嘱65ρ7α6伽JJ擁483力三，ま

た，同層の試料SK49からも属種不明の浮遊性種がわず

かながら得られた．

今回得られた有孔虫化石のうち，成相寺層と牛切層に

共通する種は50％弱である．しかし，成相寺層・牛切層

の区別なく，各層の中に砂質殻種のみからなる群集と砂

質殻種及び石灰質殻種からなる群集が認められること

は，後で述べるように，島根半島と周辺の新第三系対比

の上で注目に値する．以下に各地層の代表種と留意点に

っいて述べる．

成相寺層の試料についてみると，砂質殻種のうち，同

定できたものは，0フ6」伽痂παρ％5覗α，07あ705」餓o∫485cf，

6郷吻α79・，．加6伽繍αcf．60吻7655α，ハ4α漉πo痂6〃απ04一

μ105α（図版1）などである．0励705∫伽06463の産しない試

料（SK528）もあるが，牛切層の試料に比べ，072670吻鰍

o漉5の個体数が多いようにみえる．石灰質殻種として

は，β7伽」2舷α796π磁，0あ獅465c£ア07泥α繊5，Eρ25≠o痂％一

”αρ％16h6Jlα，の7・歪4伽・肋㍑」傭，ノV・痂η6Jlα痂・吻6α，

勘hα670観％cf・60吻α6哲α，U∂29躍郷5めρ6769吻α（図版1）

などが産出する．これらは2つの試料（SK528，SK193）

から得られたものである．そのうちSK528は石灰質殻

種だけからなり，一方，SK193は石灰質殻種の数が多

いだけでなく，砂質殻種を伴う．また，Olo60伽」翻∫翅sp．

indet．は変形渉著しく種の同定ができなかったが，SK

一264一



島根半島東部新第三系からの有孔虫化石（野村律夫・吉田史郎・鹿野和彦）

193に限って多く産出している．彫耐・痂π611α勿」6h61」4，

Sphαθ勉4伽c£6・卿観α，U∂296吻伽吻6769吻αはSK193

だけでなく，牛切層下部のSK52にも比較的多く産す

る．

　牛切層下部の試料SK52は，同層上部及び成相寺

層の試料に比べ砂質殻種に乏しく，0766705」伽0ぎ465C£

6郷5吻α7goのみが検出される．これに対し，牛切層上部

の試料では，数種の砂質殻種が認められるが，成相寺層

のものと比べの6」α撒伽spp．が多い．牛切層の試料SK

376，SK49，SKF1に産するの6」α窺痂ηα6αη66Jl伽・0．

諭細，0・cf・8zo6漉5などは成相寺層の試料からは産出

していない．牛切層の試料のうち，石灰質殻種を産する

のはSK52・SK．49の試料で，いずれも成相寺層の試料

から全く検出されなかった肋伽痂診o禰g勉廊を多産

する．特にSK49では肋舵o吻∫06h46漉5，EIPh観㈱

sp．U∂歪g緬襯ρ70ウ・56∫46αを多産する点で，成相寺層の

SK193，SK528とは異っている．

4．考察と今後の問題

　今回検出した浮遊性有孔虫化石はごく少なく，しかも

同定できたものは牛切層からのOlO扉gθ漉α仰伽伽2465

ρ耀伽”o劾5だけなので，各層準の時代は決定できなか

った．しかしながら，底生有孔虫化石については石灰質

殻の種を含めて，成相寺層から18属12種，牛切層から

22属18種が確認された．いずれの地層もの‘1α窺痂π面，

07∫6705」伽・ゴ465，Mα漉n・」’づ6”αなどの砂質殻有孔虫を多数

含む．また，両層の石灰質殻種を通覧すると，U∂2g爾加

5幼ク67697動α，U∂忽67勉αρ706056ゴ46α，Sρ加670観ηαc£60魏一

汐‘z‘如，　ハ70π乞oπ6イ」‘zηz歪066アz歪6ごz，OJo60ゐ躍乞勉ぎ？z4sp，Bμ1ゴη3歪7zα2η一

ヲ伽，Eμ吻痂π6伽ρ痂h41αなどが比較的多い．このよ

うな石灰質殻種と砂質殻種の組合わせは，現世種または

その近縁種の生息深度分布から，上部から中部半深海帯

にかけての環境を示していると考えられる．しかし，牛

切層では∠鋭伽n歪偏06hぎg伽5ゴ5やEJρh観μ観sp．のような

上部亜沿岸帯に特徴的な種の個体数が多く混入している

ことは，牛切層堆積時に堆積盆の変動があったことを示

唆している．この点については，牛切層中にスランピン

グや重力流堆積物が多いこと（山内ほか，1980）からもう

かがわれる．

　著者の一人野村は，島根半島中央部の古江層の有孔虫

化石群集を目下研究中であるが，現在まで得られた資料

によれば，今回検出した有孔虫化石のすべての種が半島

中央部の古江層にも認められる．したがって，底生有孔

虫群集からみる限り，ここで牛切層とした地層のうち，

少なくとも第1図に示される泥岩の卓越する層準を鹿野

・吉田（1984）が考えたように島根半島中央部の古江層に

対比しても矛盾はないものと思われる．ただし，模式

地の古江層からは∠卿hぎ60ηπα声勉5h伽α6脇5（ASANO），

β鰯8〃αc£ノ迦蜘（Cus宜MAN），0吻70吻h誠襯勉翻5履

ASANO（SK49産のEJρh観鉱㎜sp．に相当する可能性があ

る），13」απ4εθJJαh6」6πα6FEYLING－HANssENandBuzAsな

どの外部亜沿岸帯から上部半深海帯にかけての種が多産

する。この点については，実際に群集組成が異なるの

か，今回扱った試料の有孔虫化石の保存が悪いことや，

個体数が少ないことによるのか，今後，試料数を増して

検討する必要がある．

　ところで，既に述べたように，今回扱った化石群集に

は砂質殻種のみからなるものと砂質殻種及び石灰質殻種

からなるものとがあった．このような2タイプの群集が

あることは多井（1963）によって早くから指摘されてお

り，両者が層位学的に明確に分かれて存在することか

ら，その境はForam．Sharp　Lineと名付けられ，ある時

間面を示すものとして広域対比の基準とされてきた．

また，F㏄am．Sharp　LineはN9／10に対比されている

（米谷・井上，1981）．このようなことから島根半島と周

辺の新第三系対比を行うに当たって，成相寺層下部中に

あるとされているForam．Sharp　Line（多井，1973）が重

要な対比基準となっている（山内・吉谷，1981）．しかし，

本地域に限っていえば，成相寺層・牛切層とも砂質殻種

のみの群集と砂質殻種及び石灰質殻種の混合群集とが混

在しているので，両者の出現層準が上下関係にあり，一

線で境されるという事実は認められない．

　以上のように，今まで微化石に関する情報が極めて少

なかった島根半島新第三系に，新たな検討資料が加わっ

た．また，牛切層・成相寺層のようにかなり硬い泥質岩

からの有孔虫化石の抽出には，HANKEN（1979）の方法が

効果的であることが判明した．同法の有効性は，牛切層

・成相寺層にとどまらず，微化石の抽出が困難であった

他の地層の泥質岩についても発揮されるものと考えられ

る．

　今後，島根半島のみならず，周辺地域を含めた新第三

系の地史を編むためにも，HANKEN（1979）の方法でもっ

て，硬質のために貧化石層とざれていた地層の検討を続

けて行く必要があろう．

文　　献

HANKEN，N．（1979）　The　use　ofsodium　tetraphenyl－

　　　borate　and　sodium　chloride　in　the　extrac－

　　　tion　of　fbssils　from　sh＆les．Jo％7．Pα」60砿，

　　　vol．53，P．738－741．
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第1表産出有孔虫化石
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島根半島東部新第三系からの有孔虫化石（野村律夫・吉田史郎・鹿野和彦）
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Plate　I

C7狛ん訪o窺oゴ465c£07α55伽2α7go（NoRMAN）．　×60，SK192．

の6α」αηz吻吻α6αη6611α渉αBRADY．　×35，SK4g。

の61α常ηzゴπαρz63ぎ〃αBRADY．　×55，SK376．

Bα碗y5ψhoηP　sp．　×35，SK192。

1）ぎ56徽吻照cf。60卿7655α（Go覚s）．　×40，SK193，

ハ447渉伽o痂6Zlαη04z6Jo5αCusHMAN．　×50，SK193．

T6κ翻」α7勿sp，　×55，SK192。

Lα86nα5ε61αz如（WALKER　and　J’AcoB）．　×85，SK49，

β7彪α1乞ηαα796窺6α（CusHMAN）．　×65，SK193。

ハ乙o？z乞oη61」αηz2066π20αCusHMAN．　×75，SK49．

Bz61伽z痂α琶4α♂αSEGuENzA・　×85ラSK・193・

勘hα670乞漉1zαc£60卿α6オαCusHMAN　and　ToDD。　×75，SK52。

彫σ5孟o漉6伽p麗loh6JlαHusEzIMA　and　MARuHAsL　×85，SKl93．

のプ06漉ηα07房6認α7おd，ORBIGNY。　×75，SK49．

オ郷伽痂渉06h2g初5σ3（Uc田o）．×83，SK49．

Eψhσ漉％ηz　sp．　　×85，SK49．

α玩6認65cfニノZo7嘱απ％5CusHMAN．　×65，SK52．

U∂ぎg6吻砂706056歪伽ScHwAGER．　×85，SK49．

U∂づg6吻α5％妙676g漉αCusHMAN　and　KLEINp肌L　　×85，SK52，

α06∫gθ吻αp膨み詔oJ伽ρ膨薦Joぎ465BLow。　×65，SK52．
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